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研究成果の概要（和文）：　高齢者に頻発する足部の病変（①乾燥、②浮腫、③胼胝・鶏眼、④爪の異常、⑤
創、⑥水虫の疑い）について研究者らが開発した「訪問看護師のためのフットケアプロトコール（原案）」の信
頼性の検証に向けた調査を実施した。
　訪問看護師による紙面上の評価(n=39)では、実用化の可能性「有り」が7割以上であり、概ね肯定的評価が得
られた。
　プロトコール（原案）を訪問看護で2週間活用した調査（n=10）では、乾燥、浮腫、爪の異常への活用頻度が
高く、問題領域特定までのフローチャートの部分については、「役立った」との回答が7割以上であったが、看
護計画の具体性を求める意見がみられ、改善の方向性が明確となった。

研究成果の概要（英文）：We investigated foot lesions ((1) dryness, (2) edema, (3) calluses/corns, 
(4) nail abnormalities, (5) wounds, and (6) suspicion of athlete's foot) that are common in elderly 
people). A questionnaire was conducted to verify the reliability of the "foot care protocol for 
patients (draft)".
In the paper evaluation by visiting nurses (n=39), more than 70% of the respondents answered that 
there is a possibility of practical application, and it was generally well received.
In a study (n=10) using this protocol (draft) for home care for 2 weeks, it was commonly used for 
dryness, edema, and nail abnormalities. More than 70% of respondents answered that their nursing 
care plans are more specific, but there are also opinions that require more specificity, and the 
direction of improvement has become clear.

研究分野：地域・在宅看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　訪問看護師の多くがフットケアの必要性は理解しているがケア方法の判断に困難を抱えている現状に対して、
安全・確実なフットケアの指針となるプロトコールを提供に向けて有意義な研究となった。
　高齢者へのフットケアの効果として、歩行機能の維持・向上のみならず、全身の健康レベルの向上への寄与が
期待され、効果が検証されつつある。本プロトコールが更に精練され、訪問看護師に活用されることにより、在
宅の場でのフットケアが促進され、在宅療養高齢者の介護予防が推進される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究種目名　　　

  在宅療養高齢者への訪問看護師によるフットケアプロトコールの開発

20K10983  基盤研究(C)（一般）

研究全体の目的は、高齢者に頻発する足部の病変6項目（①乾燥している、②浮腫がある、③爪の異常がある、④創がある、⑤水虫の疑いがある）について研究
者らが作成した「訪問看護師のためのフットケアプロトコール（原案）」を訪問看護師の実践に活用し、足部の問題領域の特定や対処行動の指針として有効であ
るかを明らかにすることである。 
調査は二段階構成とし、第一段階は、訪問看護師によるプロトコール（原案）の紙面上の評価、第二段階は、プロトコール（原案）を活用した上での評価を得る
ことを目的とした。前年度の第一段階の調査結果(n=39)では、実用化の可能性は「ある」という返答が約75％であり「判断基準となり、スタッフ皆がフットケア
に実践できる」などの多くの肯定的評価が得られた。 
　それらの結果を踏まえ、2022年度は、「フットケアプロトコール（原案）」を実際に訪問看護の場で活用してもらい、プロトコールを指針としての観察やケア
方法の選定ができたのか等、訪問看護師にもたらした効果を明らかにするため調査を実施した。具体的には、訪問看護師に「フットケアプロトコール（原案）」
を用いた介入を2週間依頼し、その活用状況を自己記録してもらった（n=10）。その結果、2週間の間にプロトコールが活用された数の全参加者分の合計は、多い
順に乾燥（120回）、浮腫（80回）、爪の異常（43回）、水虫の疑いがある（32回）、創がある（19回）、胼胝・鶏眼（18回）であった。問題領域特定のための
フローチャートの部分については、73％以上の参加者が役立ったと回答し、「問題領域が明確になる」、「状況把握に効果的である」等の評価が得られた。看護
計画の部分は65％が役に立ったと回答した。看護計画が抽象的などの指摘について改善を図り、規模を拡大した実施検証に進む予定である。 
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